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「個別施設方針一覧表」の見方

施設類型 施設名 地区
ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価

総合評価

延床面積

建築年度（経過年数） 2009 (17)

構造

ランニングコスト(年間）

施設概要 取組内容 方針

１ 集会施設 大槻ふれあいセンター 大槻

1,444.08㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
地区公民館と行政センター等との複合施設であり、地域コミュニティの拠点施
設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
6,763千円

① ③② ④
⑤
⑥
⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬

⑫

①施設類型 施設の目的・用途等により類似する施設を分類した名称を表示
②施設名 施設の条例等による名称を表示
③地区 施設の所在している行政管区名（市内15地区名）を表示　※旧市内は、富田と大槻を除く
④延床面積 建物延床面積（複数棟は合計面積）を表示　※借用施設は面積に含まない
⑤建築年度（経過年数） 主たる建物の建築年度及び次期計画開始年度の2026年度中に迎える経過年数を表示

⑥構造
主たる建物の構造を表示　Ｗ造（木造）、ＣＢ造（コンクリートブロック造）、ＰＣ造（プレキャスコンクリート造）、Ｓ造
（鉄骨造）、ＲＣ造（鉄筋コンクリート造）、ＳＲＣ造（鉄骨鉄筋コンクリート造）

⑦ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ（年間）
当該施設の運営や維持管理に係る、人件費、光熱水費、修繕費などの経費
（2019から2023年度までの５年間の平均額）

⑧サービス評価
施設で提供するサービスを利用状況などの定量評価及び法令設置根拠などの定性評価を踏まえたサービス継続の優先度を
「高」・「低」で評価したもの、評価以前に検討すべき課題がある場合は、「中」とし、総合評価を「あり方検討」とする。

⑨建物評価

目標使用年数に対する2026年度時点での残使用年数から、長寿命化改修等により延命するか、建替えか解体を検討すべきかを
「高」・「低」で評価したもの
　・高：残使用年数（2026）が20年以上（長寿命化改修による延命が可能）
　・低：残使用年数（2026）が20年未満（改修による延命ではなく建替え、解体を検討）
　・ー：建物が無い場合や複合施設の従たる施設の場合等で評価ができないもの

⑩総合評価

サービス評価及び建物評価の組合せによる、次期個別施設計画期間（2026～2035）の方針
　・Ａ：継続　　　　：施設のサービスを継続し、建物は長寿命化や集約・複合化の検討を要する
　・Ｂ：建物更新　　：施設のサービスを継続し、建物は更新の検討を要する
　・Ｃ：サービス廃止：施設のサービスを廃止し、建物は転用・譲渡等の検討を要する
　・Ｄ：廃止　　　　：施設のサービスを廃止し、建物は解体の検討を要する
　・Ｅ：あり方検討　：検討すべき課題があり、施設方針を決めることができない場合の評価
　・ー　　　　　　　：建物なしで評価を付さないもの（サービス評価により継続、廃止の検討を要する）

⑪取組内容（サービス）

次期個別施設計画期間（2026～2035）の10年間におけるサービスの取組内容
　・継続　　　　：サービスを現在の施設で継続するもの
　・継続（移転）：サービスを他の施設で継続するもの
　・廃止　　　　：サービスの廃止を検討するもの
　・あり方検討　：検討課題について整理後に、サービスの継続か廃止のいずれかに位置づけるもの

⑫取組内容（建物）

次期個別施設計画期間（2026～2035）の10年間における建物の取組内容
　・更新　　　　：既存の建物や構造物を取り壊し、同程度の機能に取替えること
　・長寿命化　　：長く使い続けるため、適切な時期に改修等を行うことにより耐用年数を延ばすこと
　・維持補修　　：部分的に劣化した部位などの性能、機能を実用上支障のない状態まで回復させること
　・集約・複合化：（集約化）既存の同種の施設、（複合化）既存の異なる種類の施設の統合を行うこと
　・転用・譲渡等：建物を有効活用するため、建物を他の用途に転用したり、譲渡、貸付等を行うこと
　・解体　　　　：既存の建物や構造物を取り壊すこと
　・建物なし　　：他の施設を間借りしている場合で専有建物がない、又は民間施設を借用している場合

⑬方針 次期個別施設計画期間（2026～2035）の10年間におけるサービス・建物の取組の具体的な方針



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1971 (55)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1982 (44)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

取組内容 方針

4

15

16

17

22

23

24

25

26

施設概要

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

延床面積 1,597.13㎡
サービス 継続

サービス 継続
民間商業施設に入居している施設であるが、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

延床面積 1,910.04㎡
サービス 継続

市民の文化及び社会教育の振興を図るため、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図るが、文化センターが改修等を行う場合
は、複合化を含めあり方を検討する。

長寿命化

あり方検討 消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。

維持補修

延床面積

RC造
建物

5,725千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内緑ケ丘ふれあいセンター

延床面積 672.58㎡
サービス 継続

地域公民館と市民サービスセンター等との複合施設であり、地域コ
ミュニティの拠点施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長
寿命化を図る。

長寿命化

W造
建物

458千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内咲田消防センター

延床面積 104.36㎡

１ 集会施
設

旧市内
白岩コミュニティ消防セ
ンター

消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。

維持補修

延床面積 253.00㎡
サービス あり方検討

サービス

159.40㎡
サービス あり方検討

消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。

維持補修
W造

建物
803千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

W造
建物

2,023千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内麓山消防センター

延床面積 2,079.81㎡
サービス 継続

１ 集会施
設

旧市内
音楽・文化交流館
（ミューカルがくと館）

その他
建物

66,112千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内郡山市民交流プラザ

延床面積 2,904.30㎡

１ 集会施
設

旧市内
男女共同参画センター
（さんかくプラザ）

RC造
建物

36,800千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内労働福祉会館

RC造
建物

28,467千円

高 高 Ａ：継続

RC造
建物

49,768千円

高 高 Ａ：継続 計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

SRC造
建物

67,319千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内福祉センター

延床面積 3,656.92㎡
サービス あり方検討

施設の老朽化に伴う大規模改修の時期に合わせて、福祉センターと
して施設の効果的・効率的な活用方法についてあり方を検討する。

維持補修

1



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2014 (12)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1975 (51)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1975 (51)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1975 (51)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1976 (50)

構造

ランニングコスト(年間）

27

29

１ 集会施
設

旧市内郡山市民ふれあいプラザ

延床面積 2,950.90㎡
サービス 継続

その他
建物

67,845千円

高 高 Ａ：継続
民間商業施設に入居している施設であるが、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

SRC造
建物

23,513千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内中央老人福祉センター

延床面積 2,305.30㎡
サービス あり方検討

施設の老朽化に伴う大規模改修の時期に合わせて、福祉センターと
して施設の効果的・効率的な活用方法についてあり方を検討する。

維持補修

サービス あり方検討
利用状況に課題があり、特定の利用者が主に使用する施設であるこ
とから公の施設としての役割含めあり方を検討する。

維持補修

延床面積 2,271.80㎡
サービス 継続

公民館サービスの中核を担う拠点施設として、計画的な予防保全を
行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

40

41
RC造

建物
68,452千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内中央公民館

W造
建物

8,025千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内野鳥の森学習館

延床面積 451.31㎡

RC造
建物

12,543千円

中 低
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内小原田地域公民館

延床面積 788.10㎡

１ 集会施
設

旧市内中央公民館堤下分室

RC造
建物

1,358千円

低 低 Ｄ：廃止
１ 集会施
設

旧市内中央公民館金透分室

延床面積 415.28㎡
サービス 廃止

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、近隣の本館等
へ集約化を図り、当該施設でのサービス廃止について検討する。な
お、施設の利用状況を踏まえ、地域への譲渡を検討する。

転用・譲渡等

延床面積

サービス あり方検討

S造・SL造
建物

1,964千円

低 低 Ｄ：廃止

206.00㎡
サービス 廃止

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、近隣の本館等
へ集約化を図り、当該施設でのサービス廃止について検討する。な
お、施設の利用状況を踏まえ、地域への譲渡を検討する。

転用・譲渡等

42

43

44

RC造
建物

13,036千円

高 高 Ａ：継続

RC造
建物

11,570千円

中 低
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

45

46

１ 集会施
設

旧市内芳賀地域公民館

延床面積 770.89㎡
サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

延床面積 767.88㎡
サービス あり方検討

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、本施設や近隣
施設の改修・建替時期に合わせ、複合化等を含めた施設のあり方を
検討する。

維持補修

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、本施設や近隣
施設の改修・建替時期に合わせ、複合化等を含めた施設のあり方を
検討する。

維持補修

旧市内開成地域公民館

2



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2010 (16)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1976 (50)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1981 (45)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1985 (41)

構造

ランニングコスト(年間）

１ 集会施
設

旧市内久留米地域公民館

RC造
建物

11,640千円

中 低
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内桑野地域公民館

延床面積 750.44㎡

１ 集会施
設

旧市内名倉地域公民館

延床面積 789.62㎡
サービス あり方検討

サービス あり方検討
「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、本施設や近隣
施設の改修・建替時期に合わせ、複合化等を含めた施設のあり方を
検討する。

維持補修

延床面積 736.34㎡
サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

47

48

49
RC造

建物
12,578千円

高 高 Ａ：継続

S造・SL造
建物

11,608千円

中 高
Ｅ：あり方
検討

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、本施設や近隣
施設の改修・建替時期に合わせ、複合化等を含めた施設のあり方を
検討する。

維持補修

S造・SL造
建物

11,878千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内薫地域公民館

延床面積 943.38㎡

１ 集会施
設

旧市内大島地域公民館

RC造
建物

13,244千円

中 低
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

旧市内桃見台地域公民館

延床面積 903.13㎡
サービス あり方検討

「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、本施設や近隣
施設の改修・建替時期に合わせ、複合化等を含めた施設のあり方を
検討する。

維持補修

延床面積 964.59㎡
サービス 継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

S造・SL造
建物

12,255千円

高 高 Ａ：継続 計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

50

51

52

S造・SL造
建物

17,142千円

高 高 Ａ：継続

１ 集会施
設

旧市内橘地域公民館

RC造
建物

18,359千円

高 高 Ａ：継続
１ 集会施
設

旧市内東部地域公民館

１ 集会施
設

旧市内赤木地域公民館

延床面積 784.05㎡
サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

53

54

55

延床面積 748.60㎡
サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

延床面積

RC造
建物

11,872千円

高 高 Ａ：継続

766.88㎡
サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。

長寿命化

3



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1992 (34)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2014 (12)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1924 (102)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1874 (152)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2004 (22)

構造

ランニングコスト(年間）

１ 集会施
設

110 勤労青少年ホーム 旧市内

延床面積 2,879.20㎡

低 高
Ｃ：サービ
ス廃止

サービス 廃止済み

令和７年４月より中央公民館に統合
RC造

建物 中央公民館に統合
36,382千円

サービス 継続
他施設と複合化している施設であり、計画的な予防保全を行い、施
設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
19,506千円

延床面積 1,785.86㎡

高 高 Ａ：継続115

116

57
１ 集会施
設

旧市内中央公民館白岩分館

W造
建物

704千円

低 高
Ｃ：サービ
ス廃止

１ 集会施
設

旧市内中央公民館針生分館

延床面積 203.01㎡

56

サービス 廃止
「郡山市立公民館施設整備方針」の考え方に基づき、近隣の本館等
へ集約化を図り、当該施設でのサービス廃止について検討する。な
お、施設の利用状況を踏まえ、地域への譲渡を検討する。

転用・譲渡等

延床面積 0.00㎡
サービス あり方検討

消防センターとの複合施設であることから、消防センターと合わせ
てあり方を検討する。

建物なし
W造

建物
0千円

中 -
Ｅ：あり方
検討

１ 集会施
設

清水台地域公民館 旧市内

１ 集会施
設

緑ケ丘地域公民館 旧市内

延床面積 39.10㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
他施設と複合化している施設であり、計画的な予防保全を行い、施
設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
9,133千円

２ 歴史・
シンボル施
設

開成館 旧市内

延床面積 1,360.09㎡

高 高
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
歴史・シンボル施設として、引き続き補修等を行いながら現状を維
持する。W造

建物 維持補修
27,395千円

２ 歴史・
シンボル施
設

郡山公会堂 旧市内

延床面積 1,102.12㎡

高 高
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
歴史・シンボル施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿
命化を図る。RC造

建物 長寿命化
5,651千円

1

2

２ 歴史・
シンボル施
設

安積開拓入植者住宅（旧
坪内家）

旧市内

延床面積 74.79㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
安積開拓を伝える文化財として、引き続き補修等を行いながら現状
を維持する。W造

建物 維持補修
837千円

２ 歴史・
シンボル施
設

安積開拓入植者住宅（旧
小山家）

旧市内

延床面積 34.14㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
安積開拓を伝える文化財として、引き続き補修等を行いながら現状
を維持する。W造

建物 維持補修
387千円

3

4

4



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1993 (33)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1976 (50)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1957 (69)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1992 (34)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

9

10

1

2

5

２ 歴史・
シンボル施
設

久米正雄記念館 旧市内

延床面積 237.92㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
歴史・シンボル施設として、引き続き補修等を行いながら現状を維
持する。W造

建物 維持補修
20,908千円

２ 歴史・
シンボル施
設

安積開拓官舎（旧立岩
邸）

旧市内

延床面積 357.10㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
安積開拓を伝える文化財として、引き続き補修等を行いながら現状
を維持する。W造

建物 維持補修
368千円

5

6

２ 歴史・
シンボル施
設

歴史資料館 旧市内

延床面積 882.35㎡

低 - -

サービス 廃止

廃止済み
RC造

建物 建物なし
16,181千円

２ 歴史・
シンボル施
設

文学資料館 旧市内

延床面積 574.95㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
文学に関する歴史的資料の収蔵・管理に関しては、他の文化施設等
への集約化も視野に入れ、資料館としての役割やあり方を検討す
る。W造

建物 維持補修
49,775千円

7

8

３ 図書館 中央図書館 旧市内

延床面積 5,887.96㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
図書館サービスの中核を担う拠点施設として、計画的な予防保全を
行い、施設の長寿命化を図る。なお、視聴覚ホールは利用状況に課
題があることから、利用者ニーズ等を踏まえたあり方を検討する。RC造

建物 長寿命化
220,643千円

２ 歴史・
シンボル施
設

金透記念館 旧市内

延床面積 312.20㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
歴史・シンボル施設として、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。RC造

建物 維持補修
351千円

２ 歴史・
シンボル施
設

民俗資料収納庫 旧市内

延床面積 121.33㎡

低 高
Ｃ：サービ
ス廃止

サービス 廃止
当面は現状維持するが、新しく整備した歴史情報博物館等へ機能移
転し、建物は他の用途への転用や譲渡等を検討する。W造

建物 転用・譲渡等
244千円

３ 図書館 希望ケ丘図書館 旧市内

延床面積 622.07㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
図書館のみの単独施設であることから、希望ヶ丘地域の多数ある公
共施設との複合化を含めあり方を検討する。RC造

建物 維持補修
37,681千円

３ 図書館 中央図書館緑ケ丘分館 旧市内

延床面積 108.30㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
他施設に入居している施設であり、主たる施設の方針に合わせ、引
き続き現状を維持する。RC造

建物 長寿命化
1,858千円

5



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2017 (9)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1968 (58)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1991 (35)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1984 (42)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1971 (55)

構造

ランニングコスト(年間）

19

1

４ スポー
ツ施設

開成山屋内水泳場 旧市内

延床面積 6,580.43㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
177,046千円

４ スポー
ツ施設

総合体育館 旧市内

延床面積 13,140.04㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
体育館サービスの中核を担う拠点施設として、計画的な予防保全を
行い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
87,559千円

1

2

４ スポー
ツ施設

開成山陸上競技場補助競
技場

旧市内

延床面積 -

高 - -

サービス 継続
陸上競技の拠点施設として、引き続き利用状況を踏まえながら現状
を維持する。-

建物 建物なし
671千円

４ スポー
ツ施設

開成山陸上競技場 旧市内

延床面積 4,176.08㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
陸上競技の拠点施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿
命化を図る。RC造

建物 長寿命化
50,473千円

13

14

４ スポー
ツ施設

開成山弓道場 旧市内

延床面積 1,533.05㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
弓道の拠点施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化
を図る。RC造

建物 長寿命化
6,934千円

４ スポー
ツ施設

開成山野球場 旧市内

延床面積 11,285.53㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
野球の拠点施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化
を図る。RC造

建物 長寿命化
61,074千円

15

16

４ スポー
ツ施設

白岩運動広場 旧市内

延床面積 9.59㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
地域の人々が気軽に運動に親しめる施設として、引き続き利用状況
を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。W造

建物 維持補修
1,339千円

22

６ 学校 開成小学校 旧市内

延床面積 7,278.92㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
57,807千円

５ 集客施
設

市民文化センター 旧市内

延床面積 19,693.70㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市民の文化及び社会教育の振興の中核を担う拠点施設として、計画
的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
239,521千円

6



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1958 (68)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1967 (59)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1967 (59)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1982 (44)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1963 (63)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1970 (56)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1972 (54)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1975 (51)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1964 (62)

構造

ランニングコスト(年間）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

６ 学校 金透小学校 旧市内

延床面積 4,995.55㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
25,922千円

６ 学校 橘小学校 旧市内

延床面積 7,201.95㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
51,516千円

６ 学校 薫小学校 旧市内

延床面積 6,921.59㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
49,797千円

６ 学校 桑野小学校 旧市内

延床面積 7,633.65㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
50,274千円

６ 学校 小原田小学校 旧市内

延床面積 7,158.34㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
58,342千円

６ 学校 桜小学校 旧市内

延床面積 6,584.54㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
74,388千円

６ 学校 大島小学校 旧市内

延床面積 7,315.56㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
110,955千円

６ 学校 赤木小学校 旧市内

延床面積 5,393.64㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
81,397千円

６ 学校 東芳小学校 旧市内

延床面積 3,331.77㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
文部科学省の定める「標準の学校規模」を下回る「小規模校」であ
ることから、適正規模・適正配置の考え方を踏まえ、近隣の学校と
の統合を含めあり方を検討する。RC造

建物 維持補修
18,924千円

7



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1969 (57)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1992 (34)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1962 (64)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1961 (65)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1972 (54)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1968 (58)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

11

12

６ 学校 桃見台小学校 旧市内

延床面積 6,184.81㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
43,251千円

６ 学校 芳賀小学校 旧市内

延床面積 7,240.86㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
71,374千円

６ 学校 白岩小学校 旧市内

延床面積 3,693.86㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
文部科学省の定める「標準の学校規模」を下回る「小規模校」であ
ることから、適正規模・適正配置の考え方を踏まえ、近隣の学校と
の統合を含めあり方を検討する。RC造

建物 維持補修
16,466千円

13

６ 学校 緑ケ丘第一小学校 旧市内

延床面積 7,532.06㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
58,485千円

６ 学校 芳山小学校 旧市内

延床面積 5,609.01㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
39,290千円

14

15

６ 学校 郡山第二中学校 旧市内

延床面積 7,513.21㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
37,362千円

６ 学校 郡山第一中学校 旧市内

延床面積 8,855.79㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
52,471千円

52

53

６ 学校 郡山第四中学校 旧市内

延床面積 7,401.54㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
35,181千円

６ 学校 郡山第三中学校 旧市内

延床面積 7,921.20㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
41,135千円

54

55

8



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1976 (50)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1960 (66)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1995 (31)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1994 (32)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1984 (42)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1970 (56)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1972 (54)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

６ 学校 小原田中学校 旧市内

延床面積 5,771.54㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
28,884千円

６ 学校 郡山第五中学校 旧市内

延床面積 8,025.33㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
40,789千円

56

57

６ 学校 緑ケ丘中学校 旧市内

延床面積 6,967.82㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
RC造

建物 長寿命化
35,792千円

58

７ 保育所 芳賀保育所 旧市内

延床面積 601.82㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
基幹保育所として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図
る。RC造

建物 長寿命化
84,863千円

1

７ 保育所 開成保育所 旧市内

延床面積 697.72㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
基幹保育所として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図
る。S造・SL造

建物 長寿命化
99,813千円

3

７ 保育所 桃見台保育所 旧市内

延床面積 339.60㎡

低 低 Ｄ：廃止

サービス 廃止
決定した方針に基づき、2030年3月にサービスを廃止し、建物の解
体を検討する。W造

建物 解体
71,200千円

７ 保育所 香久池保育所 旧市内

延床面積 908.33㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討 少子化が進む中、民間でも実施されているサービスであることを踏
まえ、民営化の可能性を検討するとともに、民間認可保育所等の入
所状況を考慮し、公立保育所の役割や適正な規模・配置のあり方を
検討する。

RC造
建物 維持補修

159,085千円

4

5

７ 保育所 針生保育所 旧市内

延床面積 367.04㎡

低 低 Ｄ：廃止

サービス 廃止
決定した方針に基づき、2030年3月にサービスを廃止し、建物の解
体を検討する。W造

建物 解体
79,522千円

7

７ 保育所 鶴見坦保育所 旧市内

延床面積 455.18㎡

低 低 Ｄ：廃止

サービス 廃止
決定した方針に基づき、2030年3月にサービスを廃止し、建物の解
体を検討する。RC造

建物 解体
116,598千円

8

9



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1974 (52)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1971 (55)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1971 (55)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1967 (59)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1972 (54)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1963 (63)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1963 (63)

構造

ランニングコスト(年間）

７ 保育所 桑野保育所 旧市内

延床面積 418.00㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討 少子化が進む中、民間でも実施されているサービスであることを踏
まえ、民営化の可能性を検討するとともに、民間認可保育所等の入
所状況を考慮し、公立保育所の役割や適正な規模・配置のあり方を
検討する。

RC造
建物 維持補修

72,864千円

21

７ 保育所 うねめ保育所 旧市内

延床面積 595.35㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討 少子化が進む中、民間でも実施されているサービスであることを踏
まえ、民営化の可能性を検討するとともに、民間認可保育所等の入
所状況を考慮し、公立保育所の役割や適正な規模・配置のあり方を
検討する。

W造
建物 維持補修

92,399千円

23

８ 放課後
児童クラブ
等

開成小児童クラブ第2教室 旧市内

延床面積 63.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,475千円

８ 放課後
児童クラブ
等

開成小児童クラブ第1教室 旧市内

延床面積 126.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,752千円

1

2

８ 放課後
児童クラブ
等

小原田小児童クラブ 旧市内

延床面積 138.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,801千円

3

８ 放課後
児童クラブ
等

桑野小児童クラブ 旧市内

延床面積 171.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,861千円

10

８ 放課後
児童クラブ
等

赤木小児童クラブ 旧市内

延床面積 114.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,564千円

17

８ 放課後
児童クラブ
等

桜小児童クラブ第1教室 旧市内

延床面積 126.00㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,801千円

20

８ 放課後
児童クラブ
等

桜小児童クラブ第2教室 旧市内

延床面積 63.63㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,531千円

21
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1967 (59)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2011 (15)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1969 (57)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1969 (57)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2007 (19)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1958 (68)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1982 (44)

構造

ランニングコスト(年間）

８ 放課後
児童クラブ
等

金透小児童クラブ 旧市内

延床面積 130.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,768千円

24

８ 放課後
児童クラブ
等

大島小児童クラブ第2教室 旧市内

延床面積 -

中 -
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
学校の余裕教室外にある施設であるため、学校の利用状況を踏まえ
ながら、余裕教室への移転などを含めた施設のあり方を検討する。-

建物 建物なし
5,592千円

８ 放課後
児童クラブ
等

大島小児童クラブ第1教室 旧市内

延床面積 157.41㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
学校の余裕教室外にある施設であるため、学校の利用状況を踏まえ
ながら、余裕教室への移転などを含めた施設のあり方を検討する。S造・SL造

建物 維持補修
7,790千円

31

32

８ 放課後
児童クラブ
等

桃見台小児童クラブ第2教
室

旧市内

延床面積 63.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
3,196千円

８ 放課後
児童クラブ
等

桃見台小児童クラブ第1教
室

旧市内

延床面積 134.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,781千円

33

34

８ 放課後
児童クラブ
等

芳賀小児童クラブ第1教室 旧市内

延床面積 147.70㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
学校の余裕教室外にある施設であるため、学校の利用状況を踏まえ
ながら、余裕教室への移転などを含めた施設のあり方を検討する。S造・SL造

建物 維持補修
7,762千円

50

８ 放課後
児童クラブ
等

芳賀小児童クラブ第2教室 旧市内

延床面積 63.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
3,115千円

51

８ 放課後
児童クラブ
等

橘小児童クラブ 旧市内

延床面積 108.00㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,670千円

53

８ 放課後
児童クラブ
等

薫小児童クラブ第1教室 旧市内

延床面積 108.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,832千円

59
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1982 (44)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1993 (33)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1962 (64)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1966 (60)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1992 (34)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

８ 放課後
児童クラブ
等

薫小児童クラブ第2教室 旧市内

延床面積 66.08㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
3,193千円

60

８ 放課後
児童クラブ
等

緑ケ丘第一小児童クラブ 旧市内

延床面積 126.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,433千円

63

８ 放課後
児童クラブ
等

東芳小児童クラブ 旧市内

延床面積 63.00㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
学校の余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に従いあり
方を検討する。RC造

建物 維持補修
7,459千円

８ 放課後
児童クラブ
等

芳山小児童クラブ 旧市内

延床面積 99.00㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
学校余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に合わせ、計
画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
7,441千円

65

66

８ 放課後
児童クラブ
等

白岩小児童クラブ 旧市内

延床面積 85.00㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
学校の余裕教室に入居している施設であり、学校の方針に従いあり
方を検討する。RC造

建物 維持補修
3,039千円

80

９ 子育て
施設

少年センター 旧市内

延床面積 45.10㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
他施設に入居している施設であり、主たる施設の方針に合わせ、現
状を維持する。RC造

建物 長寿命化
4,967千円

1

９ 子育て
施設

元気な遊びの広場（ペッ
プキッズこおりやま）

旧市内

延床面積 -

中 -
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
民間施設を使用している施設であるが、運営維持・管理費の負担が
大きいため、財源の多様化など運営の見直しを含め施設のあり方を
検討する。-

建物 建物なし
101,158千円

９ 子育て
施設

希望ケ丘児童センタ－ 旧市内

延床面積 358.31㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
希望ヶ丘地域には多数の公共施設があることから、近隣施設との複
合化についてあり方を検討する。RC造

建物 維持補修
21,447千円

2

3

９ 子育て
施設

総合教育支援センター 旧市内

延床面積 396.49㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、計画的
な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
8,335千円

4

12



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2005 (21)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2005 (21)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2005 (21)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1969 (57)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1982 (44)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2014 (12)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1971 (55)

構造

ランニングコスト(年間）

10 福祉・
医療施設

9
母子生活支援施設ひまわ
り荘

旧市内

延床面積 1,641.42㎡

低 - -

サービス 廃止済み

廃止済み
RC造

建物 除却済み
2,069千円

９ 子育て
施設

こども総合支援センター
（ニコニコこども館）

旧市内

延床面積 4,481.10㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、計画的
な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
76,193千円

5

９ 子育て
施設

東部地域子育て支援セン
ター

旧市内

延床面積 331.02㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
基幹保育所等と隣接しない単独施設であり、建物の老朽化に伴い、
近隣施設との複合化についてあり方検討する。S造・SL造

建物 維持補修
16,520千円

7

10 福祉・
医療施設

医療介護病院（郡山ビッ
グハート）

旧市内

延床面積 6,036.19㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続 医療サービス等は民間事業者による提供が可能であるが、医療と介
護の連携拠点として、長期療養を必要とする慢性疾患患者の受け皿
をはじめとした多様な機能を担うことから、計画的な予防保全を実
施し、施設の長寿命化を目指す。

RC造
建物 長寿命化

24,932千円

10 福祉・
医療施設

休日・夜間急病センター 旧市内

延床面積 279.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続 医療サービスは民間事業者による提供が可能であるが、休日や夜間
等、多くの医療機関の休診時に急病患者を受け入れる一次救急医療
機関であることから、計画的な予防保全を実施し、施設の長寿命化
を目指す。

RC造
建物 長寿命化

172,075千円

1

2

10 福祉・
医療施設

更生園 旧市内

延床面積 422.20㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
障害福祉サービスは民間事業者においても提供が可能であるが、
セーフティネットとしての公設の役割や、集約・複合化等について
施設のあり方を検討するRC造

建物 維持補修
6,419千円

10 福祉・
医療施設

医療介護病院介護医療院 旧市内

延床面積 2,474.16㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続 医療サービス等は民間事業者による提供が可能であるが、医療と介
護の連携拠点として、長期療養を必要とする慢性疾患患者の受け皿
をはじめとした多様な機能を担うことから、計画的な予防保全を実
施し、施設の長寿命化を目指す。

RC造
建物 長寿命化

18,015千円

3

4

10 福祉・
医療施設

希望ケ丘学園 旧市内

延床面積 649.21㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
近年整備した施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命
化を図る。W造

建物 長寿命化
2,346千円

10 福祉・
医療施設

障害者福祉センター 旧市内

延床面積 1,895.44㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
障がい者福祉サービスの拠点施設であるが、建物の老朽化に伴い、
更なる福祉サービス向上を図るため他施設との複合化等も含めあり
方を検討する。RC造

建物 維持補修
38,911千円

7

8

13



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1968 (58)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1991 (35)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2020 (6)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1967 (59)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1983 (43)

構造

ランニングコスト(年間）

11 庁舎等 郡山市役所 旧市内

延床面積 35,353.75㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスの中核を担う拠点施設として、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
351,135千円

1

11 庁舎等
郡山市民サービスセン
ター

旧市内

延床面積 280.34㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
民間商業施設に入居している施設であり、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。その他

建物 長寿命化
17,788千円

20

12 防災施
設

郡山中央第1分団第1班
（本町）車庫詰所

旧市内

延床面積 87.76㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
550千円

11 庁舎等
緑ケ丘市民サービスセン
ター

旧市内

延床面積 88.20㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
地域公民館等との複合施設であり、行政サービスを維持するために
必要な施設であることから、計画的な予防保全を行い、施設の長寿
命化を図る。RC造

建物 長寿命化
3,911千円

21

1

12 防災施
設

郡山中央第2分団第1班
（咲田）車庫詰所

旧市内

延床面積 59.60㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
321千円

12 防災施
設

郡山中央第1分団第2班
（駅前）車庫詰所

旧市内

延床面積 99.37㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
16千円

2

3

12 防災施
設

郡山中央第3分団第1班
（小原田）車庫詰所

旧市内

延床面積 90.72㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
消防団再編計画の方針に基づき、老朽化に伴い施設を更新し、サー
ビスを継続する。なお、更新時には、立地が浸水ハザードエリアに
あるため、移転を検討する。CB造

建物 更新
534千円

12 防災施
設

郡山中央第2分団第2班
（麓山）車庫詰所

旧市内

延床面積 55.90㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
368千円

4

5

12 防災施
設

郡山中央第3分団第2班
（久留米）車庫詰所

旧市内

延床面積 39.74㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
287千円

6

14



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1984 (42)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2004 (22)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1974 (52)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2003 (23)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

12 防災施
設

郡山中央第3分団第2班
（名倉）車庫詰所

旧市内

延床面積 33.10㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
413千円

7

12 防災施
設

郡山中央第4分団第2班
（開成北）車庫詰所

旧市内

延床面積 35.32㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
279千円

12 防災施
設

郡山中央第4分団第1班
（開成南）車庫詰所

旧市内

延床面積 74.52㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
491千円

8

9

12 防災施
設

郡山東第1分団第2班（大
平）車庫詰所

旧市内

延床面積 42.23㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
589千円

12 防災施
設

郡山東第1分団第1班（方
八町）車庫詰所

旧市内

延床面積 82.18㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
487千円

10

11

12 防災施
設

郡山東第2分団第1班（荒
井）車庫詰所

旧市内

延床面積 45.72㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
189千円

12 防災施
設

郡山東第2分団第1班（蒲
倉）車庫詰所

旧市内

延床面積 104.54㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
757千円

12

13

12 防災施
設

郡山東第3分団第1班（安
原）車庫詰所

旧市内

延床面積 59.56㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
405千円

12 防災施
設

郡山東第2分団第2班（緑
ケ丘）車庫詰所

旧市内

延床面積 85.96㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。S造・SL造

建物 維持補修
576千円

14

15

15



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1986 (40)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1983 (43)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1976 (50)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1987 (39)

構造

ランニングコスト(年間）

12 防災施
設

郡山東第3分団第3班（横
川）車庫詰所

旧市内

延床面積 101.79㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
567千円

12 防災施
設

郡山東第3分団第2班（阿
久津）車庫詰所

旧市内

延床面積 50.78㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
376千円

16

17

12 防災施
設

郡山東第4分団第1班（白
岩西部）車庫詰所

旧市内

延床面積 115.50㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
548千円

12 防災施
設

郡山東第3分団第3班（下
白岩）車庫詰所

旧市内

延床面積 45.55㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
305千円

18

19

12 防災施
設

郡山東第4分団第2班（下
舞木）車庫詰所

旧市内

延床面積 42.23㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
314千円

12 防災施
設

郡山東第4分団第1班（白
岩東部）車庫詰所

旧市内

延床面積 45.55㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
395千円

20

21

12 防災施
設

郡山東第4分団第2班（舞
木）車庫詰所

旧市内

延床面積 39.74㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。W造

建物 維持補修
321千円

22

12 防災施
設

郡山西第1分団第2班（大
島）車庫詰所

旧市内

延床面積 39.12㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
消防団員数が減少する中、効率的かつ効果的な消防団体制を踏まえ
た、消防車庫詰所や消防車両の適正な規模と配置についてあり方を
検討する。CB造

建物 維持補修
209千円

26

12 防災施
設

郡山中央第4分団第1班
（開成南）ボート庫

旧市内

延床面積 39.83㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、引き続
き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
391千円

180

16



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2007 (19)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2021 (5)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1959 (67)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1965 (61)

構造

ランニングコスト(年間）

12 防災施
設

芳賀小学校防災倉庫 旧市内

延床面積 20.63㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
防災倉庫として必要な施設であることから、引き続き利用状況を踏
まえ、補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
78千円

181

12 防災施
設

緑ケ丘防災倉庫 旧市内

延床面積 77.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
防災倉庫として必要な施設であることから、引き続き利用状況を踏
まえ、補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
2千円

186

13 市営住
宅

鶴見坦市営住宅 旧市内

延床面積 3,625.78㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
10,752千円

12 防災施
設

水防倉庫 旧市内

延床面積 33.12㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
防災倉庫として必要な施設であることから、引き続き利用状況を踏
まえ、補修等を行いながら現状を維持する。W造

建物 維持補修
5千円

188

1

13 市営住
宅

希望ケ丘市営住宅 旧市内

延床面積 66,440.99㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。
ただし、既に用途廃止をした施設については各入居世帯の意向につ
いて確認し、各入居者の生活設計等事情を考慮しながら、転居や他
市営住宅への住替え等に向けた対応をし、退去次第解体する。

 W造,RC造
建物 長寿命化

109,698千円

3

13 市営住
宅

緑ケ丘東市営住宅 旧市内

延床面積 9,812.27㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
19,067千円

13 市営住
宅

緑ケ丘市営住宅 旧市内

延床面積 16,689.42㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
35,337千円

4

5

13 市営住
宅

堀切西市営住宅 旧市内

延床面積 1,010.73㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。RC造

建物 長寿命化
1,063千円

6

13 市営住
宅

仁池向市営住宅 旧市内

延床面積 4,844.58㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
市全体の住宅ストックと住宅確保要配慮者の状況を踏まえながら
「郡山市営住宅長寿命化計画」に基づき、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。
ただし、既に用途廃止をした施設については各入居世帯の意向につ
いて確認し、各入居者の生活設計等事情を考慮しながら、転居や他
市営住宅への住替え等に向けた対応をし、退去次第解体する。

 CB造,RC造
建物 長寿命化

6,672千円

10

17



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1973 (53)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1981 (45)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2019 (7)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1984 (42)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2003 (23)

構造

ランニングコスト(年間）

9

12

13

16

15 公衆便
所

稲荷公衆便所 旧市内

延床面積 40.00㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
公衆衛生の維持の観点から、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。RC造

建物 維持補修
608千円

15 公衆便
所

開成第二公衆便所 旧市内

延床面積 16.53㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
公衆衛生の維持の観点から、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。CB造

建物 維持補修
748千円

15 公衆便
所

開成第一公衆便所 旧市内

延床面積 27.56㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公衆便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
829千円

15 公衆便
所

久留米公衆便所 旧市内

延床面積 23.76㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
公衆衛生の維持の観点から、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。RC造

建物 維持補修
636千円

15 公衆便
所

清水台公衆便所 旧市内

延床面積 10.36㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
公衆衛生の維持の観点から、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。RC造

建物 維持補修
538千円

23

15 公衆便
所

舞木駅公衆トイレ 旧市内

延床面積 17.39㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
公衆衛生の維持の観点から、引き続き利用状況を踏まえ、補修等を
行いながら現状を維持する。W造

建物 維持補修
183千円

29

16 その他
施設

郡山駅東口広場 旧市内

延床面積 1,514.12㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、計画的
な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。S造・SL造

建物 長寿命化
47,843千円

2

16 その他
施設

郡山駅前西口駅前広場 旧市内

延床面積 142.48㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、引き続
き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。RC造

建物 維持補修
73,022千円

3

16 その他
施設

桑野二丁目倉庫 旧市内

延床面積 688.98㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、引き続
き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
35千円

6

18



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2004 (22)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2017 (9)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

16 その他
施設

朝日二丁目車庫 旧市内

延床面積 194.40㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
行政サービスを維持するために必要な施設であることから、引き続
き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
153千円

7

16 その他
施設

郡山駅西口第一自転車等
駐車場

旧市内

延床面積 12.34㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
自転車等の利用者の利便を図るため、引き続き利用状況を踏まえ、
補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
6,540千円

16 その他
施設

環境保全センター 旧市内

延床面積 619.46㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討

事務効率化を図るため、検査業務のあり方を検討する。
S造・SL造

建物 維持補修
14,094千円

13

14

16 その他
施設

郡山駅東口自転車等駐車
場

旧市内

延床面積 12.15㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
自転車等の利用者の利便を図るため、引き続き利用状況を踏まえ、
補修等を行いながら現状を維持する。S造・SL造

建物 維持補修
801千円

16 その他
施設

郡山駅西口第二自転車等
駐車場

旧市内

延床面積 2,096.40㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
自転車等の利用者の利便を図るため、計画的な予防保全を行い、施
設の長寿命化を図る。S造・SL造

建物 長寿命化
52,736千円

15

16

16 その他
施設

舞木駅自転車等駐車場 旧市内

延床面積 -

高 - -

サービス 継続
自転車等の利用者の利便を図るため、引き続き利用状況を踏まえな
がら現状を維持する。-

建物 建物なし
437千円

17

16 その他
施設

郡山駅西口駐車場 旧市内

延床面積 13,958.92㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
駐車場は民間事業者においてもサービス提供が可能であり、駅付近
の同種の民間事業者の増加に伴い、公設としての役割や適正な規模
についてあり方を検討する。SRC造

建物 維持補修
62,503千円

28

16 その他
施設

ふれあい科学館 旧市内

延床面積 4,337.37㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
市民の文化及び社会教育の振興を図るため、計画的な予防保全を行
い、施設の長寿命化を図る。その他

建物 長寿命化
344,926千円

16 その他
施設

共用墓地 旧市内

延床面積 -

高 - -

サービス 継続
市民生活に欠かせない施設であることから、引き続き現状を維持す
る。-

建物 建物なし
87千円

31

32
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1992 (34)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1977 (49)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） -

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1963 (63)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2022 (4)

構造

ランニングコスト(年間）

16 その他
施設

43
郡山駅前健康相談セン
ター

旧市内

延床面積 54.00㎡

低 高
Ｃ：サービ
ス廃止

サービス 廃止済み

廃止済み
その他

建物 郡山市民ふれあいプラザに編入

1,345千円

16 その他
施設

美術館 旧市内

延床面積 7,369.50㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
美術の拠点施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化
を図る。RC造

建物 長寿命化
243,601千円

33

16 その他
施設

堤下大気汚染常時監視局 旧市内

延床面積 20.35㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
大気汚染防止法に基づき設置している施設であることから、引き続
き補修等を行いながら現状を維持する。CB造

建物 維持補修
2,954千円

35

16 その他
施設

台新大気汚染常時監視局 旧市内

延床面積 -

高 - -

サービス 継続
大気汚染防止法に基づき設置している施設であることから、引き続
き現状を維持する。-

建物 建物なし
2,860千円

16 その他
施設

芳賀大気汚染常時監視局 旧市内

延床面積 20.35㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続
大気汚染防止法に基づき設置している施設であることから、引き続
き補修等を行いながら現状を維持する。CB造

建物 維持補修
4,223千円

37

38

16 その他
施設

中央デイ・サービスセン
ター

旧市内

延床面積 677.10㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
デイサービスは民間事業者においてもサービス提供が可能であり、
近隣の同種の民間事業者の増加に伴い、公設としての役割や適正な
規模と配置についてあり方を検討する。SRC造

建物 維持補修
12,241千円

39

16 その他
施設

保健所 旧市内

延床面積 7,374.92㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
地域保健法に基づき設置している施設であることから、計画的な予
防保全を行い、施設の長寿命化を図る。SRC造

建物 長寿命化
113,550千円

42

16 その他
施設

高等職業能力開発校 旧市内

延床面積 1,256.89㎡

高 低
Ｂ：建物更
新

サービス 継続

引き続き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。
RC造

建物 維持補修
2,264千円

51

16 その他
施設

麓山地区立体駐車場 旧市内

延床面積 11,482.25㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
近年整備した施設として、計画的な予防保全を行い、施設の長寿命
化を図る。S造・SL造

建物 長寿命化
14,089千円

55
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1984 (42)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2003 (23)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2018 (8)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2015 (11)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 屋敷前公園 旧市内

延床面積 15.96㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
1,418千円

17 公園 温石平公園 旧市内

延床面積 7.07㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
722千円

7

8

17 公園 さくら公園 旧市内

延床面積 11.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
1,054千円

17 公園 伊勢下公園 旧市内

延床面積 9.31㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
1,215千円

5

6

17 公園 うねめ2号公園 旧市内

延床面積 16.79㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。CB造

建物 維持補修
953千円

17 公園 かおる公園 旧市内

延床面積 16.00㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
986千円

3

4

16 その他
施設

郡山長寿社会振興セン
ター

旧市内

延床面積 102.70㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続
民間商業施設に入居している施設であり、引き続き利用状況を踏ま
え、補修等を行いながら現状を維持する。その他

建物 維持補修
2,170千円

56

17 公園 うねめ1号公園 旧市内

延床面積 11.44㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
929千円

17 公園 中央児童公園 旧市内

延床面積 13.20㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
655千円

1

2
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2013 (13)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2006 (20)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2018 (8)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2022 (4)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 桜木公園 旧市内

延床面積 9.31㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
807千円

17

17 公園 菜根一丁目公園 旧市内

延床面積 10.40㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
645千円

17 公園 菜根東公園 旧市内

延床面積 9.31㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
997千円

15

16

17 公園 荒池西公園 旧市内

延床面積 7.28㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。CB造

建物 維持補修
1,748千円

17 公園 鴻ノ巣公園 旧市内

延床面積 10.94㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
1,297千円

13

14

17 公園 亀田公園 旧市内

延床面積 12.98㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
774千円

17 公園 桑野公園 旧市内

延床面積 9.10㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
699千円

11

12

17 公園 開成五丁目公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
757千円

17 公園 蒲倉南公園 旧市内

延床面積 12.25㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
976千円

9

10
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個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2013 (13)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2010 (16)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1981 (45)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2009 (17)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1998 (28)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 西ノ内公園 旧市内

延床面積 6.60㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
715千円

17 公園 石作公園 旧市内

延床面積 8.45㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
831千円

25

26

17 公園 鐘堂公園 旧市内

延床面積 15.10㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
991千円

17 公園 水門町公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
835千円

23

24

17 公園 小原田公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
993千円

17 公園 昭和一丁目公園 旧市内

延床面積 5.69㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
497千円

21

22

17 公園 七ツ池公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
731千円

17 公園 若葉公園 旧市内

延床面積 21.41㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。S造・SL造

建物 維持補修
1,116千円

19

20

17 公園 山崎公園 旧市内

延床面積 17.64㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
1,422千円

18

23



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1994 (32)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1996 (30)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2000 (26)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2014 (12)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2019 (7)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2010 (16)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 天正坦公園 旧市内

延床面積 8.16㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
682千円

35

17 公園 大島東公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
1,439千円

17 公園 鶴見坦公園 旧市内

延床面積 9.90㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
1,198千円

33

34

17 公園 大島西公園 旧市内

延床面積 8.49㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
2,220千円

17 公園 大島中央公園 旧市内

延床面積 9.31㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
2,028千円

31

32

17 公園 前田公園 旧市内

延床面積 9.90㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
866千円

17 公園 台新公園 旧市内

延床面積 8.16㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
1,452千円

29

30

17 公園 赤沼公園 旧市内

延床面積 5.98㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
1,074千円

17 公園 赤沼北公園 旧市内

延床面積 12.25㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
903千円

27

28

24



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1997 (29)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1990 (36)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1979 (47)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1991 (35)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1995 (31)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2016 (10)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1988 (38)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 島中央公園 旧市内

延床面積 17.39㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
2,349千円

17 公園 東部中央公園 旧市内

延床面積 30.52㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
3,841千円

43

44

17 公園 名倉公園 旧市内

延床面積 7.92㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。その他

建物 維持補修
593千円

17 公園 香久池公園 旧市内

延床面積 31.00㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
5,460千円

41

42

17 公園 梅林公園 旧市内

延床面積 6.60㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
1,042千円

17 公園 菱田公園 旧市内

延床面積 76.81㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。その他

建物 維持補修
941千円

39

40

17 公園 桃見台公園 旧市内

延床面積 8.16㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
679千円

17 公園 猫田公園 旧市内

延床面積 6.82㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
813千円

37

38

17 公園 島公園 旧市内

延床面積 5.75㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。CB造

建物 維持補修
1,008千円

36

25



個別施設方針一覧表

施設類型
類型別
No 施設名 地区

ｻｰﾋﾞｽ
評価

建物
評価 総合評価 取組内容 方針施設概要

建築年度（経過年数） 2006 (20)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1980 (46)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1989 (37)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1978 (48)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 2001 (25)

構造

ランニングコスト(年間）

建築年度（経過年数） 1999 (27)

構造

ランニングコスト(年間）

17 公園 南川渓谷 旧市内

延床面積 18.90㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
27,369千円

53

17 公園 五百淵公園 旧市内

延床面積 34.30㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
41,058千円

17 公園 本町緑地 旧市内

延床面積 55.89㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。RC造

建物 維持補修
4,759千円

51

52

17 公園 21世紀記念公園 旧市内

延床面積 1,013.38㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図る。
W造

建物 長寿命化
62,519千円

17 公園 酒蓋公園 旧市内

延床面積 60.98㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。CB造

建物 維持補修
14,993千円

49

50

17 公園 麓山公園 旧市内

延床面積 137.19㎡

中 低
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
18,023千円

17 公園 開成山公園 旧市内

延床面積 831.40㎡

高 高 Ａ：継続

サービス 継続

引き続き利用状況を踏まえ、補修等を行いながら現状を維持する。
S造

建物 維持補修
81,370千円

47

48

17 公園 芳賀池公園 旧市内

延床面積 19.25㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。S造・SL造

建物 維持補修
2,272千円

17 公園 緑ケ丘公園 旧市内

延床面積 58.00㎡

中 高
Ｅ：あり方
検討

サービス あり方検討
利用実態、管理形態、市民ニーズ等を調査し、適正規模・適正配置
を含め清潔で安全な公園便所のあり方について検討する。W造

建物 維持補修
7,504千円

45

46

26


